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1　はじめに

　公共プロジェクトを評価する方法に費用・便益分析がある．その際，貿易財，

非貿易財および本源的生産要素をどのような価格で評価するか，換言すれぱ，

これらのシャドウプライスをどのように導出するかが重要な問題となる1）．シ

ャドウプライスの導出についてはさまざまなモデルのもとで多数の試みがなさ

れており，いくつかの知見がえられている．すなわち，貿易財については，国

際価楕をシャドウプライスとすること，また，非貿易財のシャドウプライスに

ついては

　（1）消費者が隈界的に支払おうとする額（Dasdgupu㎏・P；S・A・Marglin・

A．K．Sen以下UNIDOと略す．）2）

　（2）　限界的な生産に要する投入を貿易財と本源的生産要素に分解して国際

価格で評価する．（L舳e，I．M．D；J．A．Mir正1ees以下L－Mと略す．）3〕

という2つの公式があることはよく知られている．

　しかし，非貿易財のこの2つのルールのうちいかなる仮定のときにどちらの

ルールを採用するべきか，あるいは両者にはどのような関連があるのかについ

ては十分明らかにされていない．さらに財市場だけでなく労働などの生産要素

市場をふくめた一般均衡モデルにおいて各シャドウプライスを導出し，その属

性を論じた試みは少ない．
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　非貿易財・貿易財のシャドウプライスのルールを一般均衡の枠組みで導出し，

非貿易財に関する2つのルールがその特殊ケースであることを明らかにしたの

がWarr（1982）4〕の貢献であるが，そのモデルでは本源的生産要素のシャド

ウプライスは扱われていない・一方，本源的生産要素をふくんだモデルでシャ

ドウプライスの公式を導出したものにDixit（1983）5〕がある．Dixitは分析手

法として経済変数を価格空間で定義した双対アプローチを採用し，本源的生産

要素もふくめた多数財モデルでシャドウプライスを導出した．しかし，きわめ

て一般的なモデルであり，導出されたシャドウプライスの経済的意味づけは直

観的には明確ではない．

　そこで本稿では，貿易財，非貿易財および本源的生産要素をふくむ一般均衡

モデルを構築し，シャドウプライスを導出したうえで，その属性を明かにした

い．とくに，われわれの導出した非貿易財のシャドウプライスと先にあげた2

つの公式との関係，さらに非貿易財と本源的生産要素の公式の関係について分

析する．

　分析モデルとしては，基本的にWarr（1982）のモデノレに依拠し，労働市揚

を導入してその拡張を試みる．Warrモデルは，きわめて単純ではあるがその

単純さのゆえに，結果の経済的意味づけが明確であるという利点があるからで

ある・分析手法としては，支出・利潤関数を用いた双対アプローチを採用し，

非貿易財，貿易財およぴ本源的生産要素のシャドウプライスを導出する．

　本稿の構成は，次の通りである．2節では，Warrモデノレを支出関数を用1、・

た双対アプローチで再構築し非貿易財のシャドウプライスを導出し，その属性

を分析する6）．その際，先にあげた非貿易財のシャドウプライスの2つのルー

ルが，われわれの導出した一般的な公式の特殊ケースであることを確認する．

さらに，われわれの公式が，L－MとUNIDOの2つの公式のカロ重平均となっ

ていることを導く．

　3節では，2節のモデルに本源的生産要素を組み込み，生産要素と非貿易財

の両方のシャドウプライスを導出する．両者のシャドウプライスは，「直接的

コスト（市場価格）から関税収入の限界的な増分を差し引く」という経済的意
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　　　ブロジェクト評価における非貿易財およぴ生産要素のシャドウプライス　（5ア）

味づけができ，統一的に解釈できるというわれわれの仮説を検証する．4節で

は2節および3節の結論を要約する．

　1）公共プ回ジェクトにおけるシャドウプライス理論の展望はさしあたり，

　　　Sq・i・・lL・“P・・j・・tE・・1・・ti㎝i・th…y・・dp…ti・・’’，肋泌・伽／D虐肋一

　　声舳刎＆o伽〃θs〃，ch21－Elsevier　Scieme　Publishers．，1989参照．

　2）　Dasg1】pta，p。：S．A．Marglin；A．K．Se皿，G皿idelinesforProject　Evaluatitlon，

　　UNIDO，1972．

　3）　L・ttlel　J・M・D・；』・A・MiπIees，〃舳伽10／1仰伽5〃伽1〕ro加θむ■伽妙舳舳

　　1）肋81oが〃厚Coω〃8∫，OECD，1968．

　4）W・π・P・G・“Sh・d．wp・i・i口gml・・1。・m・一t・・d・d・・mmditi・・，・0ψ〃

　　E舳舳〃1〕ψ榊，1982．

　5）　Dixit，A。，“Tax　pol1cy　ln　open　Economis，”Hα刎肋oo后o／P泌〃6肋o閉o榊θ3

　　四〇1。∫，Ch．6，EIsevier　Scienoe　Pub1…shers．，1985．

　6）利潤関数によるアプローチは田近栄治「公共プロジェクト評個におけるシャドウ

　　プライスの体系一労働・非賃易財のシャドウプライスを中心にして一」，アジア経

　　済研究所，1985，（mime0）を参照．

2Warrモデルにおける非貿易財のシャドウプライス

　1節において述べたように，非貿易財についてのシ↓ドウプライスには①消

費者が需要する財に対して隈界的に支払おうとする額（wil1ingness　to　pay）

と②非貿易財を限界的に1単位生産するのに必要な外貨額とする2つのノレール

があったWarr（ユ982）は一般均衡の枠組みの中で非貿易財のシャドウプラ

イスを導出し，以上で述べた2つの見解が実は，その公式の特殊ケースに帰着

することを明らかにした．

　本節においては，本源的生産要素をふくまないWarrのモデノレに支出関数

アプローチを適用し，非貿易財のシャドウプライスを導出する．

　（1）Warrモデノレ

　Warrモデルにおいては，財は貿易財と非貿易財の2財に分類され，本源的

生産要素はモデルから捨象されている．消費者はその両財を消費することが可

能である、一方，生産部門は，民間セクターと公共セクターの2つに分けられ
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る、後に，詳述するように，民間部門は貿易財を輸入して，非貿易財を生産し。

一都は消費者に消費されるが残りは公共都門の中間投入として需要される．そ

して，公共部門ではこの非貿易財を唯一の生産要素として輸出財（貿易財）を

生産する．

　以上が，Warrモデルのエヅセンスである・そして，Warrは公共セクター

のプロジェクトを実施するときに，中間投入物として投入される非貿易財のシ

ャドウプライスの公式を求めようとしたのである一以下においては，Warrの

モデルを支出関数を用いた双対アプローチで再構築し非貿易財のシャドウプラ

イスを求めることとする．

　（a）消費者の行動

　消費者は，先に述べたように，貿易財（0。）と非貿易財（0冊）の2財を消費

するが，一定の予算制約のもとで効用を最大化するように行動すると仮定する．

この時，その必要条件として一定の効用水準を達成するための支出額が最小化

されている．この支出最小問題を定式化すると，

　　　　　　　　　　　　　Min．0o＋P冊0抑

　　　　　　　　　　　　　S．t．σ（0。，0π）＝他

となる．ただし，

　　0。：貿易財（輸出財）の消費量

　　0冊＝非貿易財の消費量

　　1〕皿＝非貿易財の価格

　　σ：効用関数

　　刎＝一定の効用水準

　消費者がこの問題を解いた結果，C一！，0冊‡なる補償需要が導出され，次の・

　　　　　　　　　　　亙＝1〕冊0冊‡十0o‡＝刃（1，1〕冊，刎）

なる支出関数（Expenditure　fmcti㎝）が導き出される．

　なお，財の価楕については次のように仮定する．貿易財の価裕については，

まず輸出財価格（1〕、）は国際価格（1〕。由＝1）に等しいとする・したがって，以

下では貿易財の価椿をニュメレーノレにとって価椿を測ることとする．
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　一方，輸入財の価格には，財1単位について一定率の関税（亡）がかけられて

いるとする．すなわち，

　　　　　　　　　　　　　　1〕‘二（1＋‘）1〕戸

　ただし，P｛：輸入財の国内価格

　　　　　即＝輸入財の国際価格

　　　　　‘：1単位につき古の関税率

が成立している・小国を仮定しているので国際価格（P｛中）は当該国にとって

は所与である．

　（b）民間部門

　民間部門では，貿易財y｛を輸入し，それを唯一の投入物として非貿易財

（ム）を生産する．民間部門の行動原理としては利潤最大化行動を仮定する．

すなわち，民間企業が解くべき問題は，

　　　　　　　　　　　　　MaX．Pμ冊一P泌

　　　　　　　　　　　　　S・t・み＝∫（巧）

である．ただし，

　　　　　ア珊：非貿易財の生産量

　　　　　巧：貿易財の輸入量

　　　　　1〕ポ貿易財の国内価格

　この問題を解くことによって，〃（1〕1，P肌）なる要素需要とみ‡（乃，1〕冊）な

る非貿易財の供給が導かれ，

　　　　　　　　　　　π（P冊，P｛）＝1〕冊み‡一乃π

なる利潤関数（Pr0胱fmction）π（P肥，1〕｛）が導き出される．

　公共部門（政府）のプロジェクトは，先に述べたように，氏間企業の生産し

た貿易財を中間捜入（x皿）として貿易財（x畠）を生産する．したがって，こ

のモデノレの操作変数はプロジェクトの投入，産出財である五冊とXεの2つで

ある．

　（C）市場均衡

　（a）（b）によって代表的消費者と企業の貿易財・非貿易財の需要，供給関数
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が導出されるが，市場均衡条件として以下の2式が満たされなけれぱならない．

　まず貿易財については，

　　0個十P｛＃巧＝X。　　　　　　　　　　　　　　　　（2－1）

　ただし，x畠：貿易財の生産量

　　　　　P也‡：貿易財巧の国際価格

が成り立つ。（2－1）は貿易収支の均衡を表している．．

　つぎに，非貿易財については，

　　0冊十X柵＝み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2－2）

が成立する．

　ところで，シェパードの補題より

　　　　∂刀
　　0。＝一…凪
　　　　∂鳥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2－3）
　　　　∂E
　　0冊…一…ム
　　　　∂1〕冊

　同様に，ホテリングの補題より

　　　　∂∬
　　み＝一≡∬冊
　　　　∂1〕冊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2－4）
　　　　　∂〃
　　巧＝　　…　凪
　　　　　∂P｛

が成立する．これらを用いて，（2－1），（2－2）を書き直すと，

　　凪十1〕毒‡（一凪）＝X。　　　　　　　　　　　　　（ト1）

　　亙冊十X刊＝凪　　　　　　　　　　　　　　　　（2－2）’

となる．

　仮定により，輸出財価格は国際価格に等しく所与であり輸入財についても国

際価格（〃）と関税率が所与のため国内価楕（1〕者）一定である．また，公共

プロジェクトの投入，産出量（x冊，xε）は外生変数であるので，未知数（内生

変数）は砒と1⊃冊の2個であり方程式は（2－1）’（2－2）’の2本で体系はコン

プリートである．

　（d）シャドウプライスの定義とその導出
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　　　プ回ジェクト評価における非貿易財およぴ生産要素のシャドウプライス　（61）

　公共プロジヱクト（ム，x畠）が与えられた時，x冊が限界的に1単位変化し

た際の似（効用水準）の変化量を非貿易財のシャドウプライス，同じくx。が

限界的に1単位変化した際の効用の限界的変化を貿易財のシャドウプライスと

定義する．すなわち，

　貿易財のシャドウプライス（8。）は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂刎
　　　　　　　　　　　　　　　　8戸一
　　　　　　　　　　　　　　　　　∂x。

　非貿易財のシャドウプラィス（8冊）は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂刎
　　　　　　　　　　　　　　　8冊＝一
　　　　　　　　　　　　　　　　　∂x冊

と定義される1〕．

　そこで，まず非貿易財のシャドウプライスを求めるためには，市場均衡条件

の（2－1）’（2－2）’をXπについて微分し∂刎／∂∫冊について解けぱよい．（2－

1）’（2－2）’式をX凧について偏徴分すると次のようになる．

（2－1）’は，

　　∂醐一十∂肋。、必迅一。　　　　　（。＿。）・
　　∂P。∂X冊　∂〃X冊　　∂1〕冊∂X¶

（2－2）’は，

　　∂Eπ∂1〕兄　∂刃柵∂刎　　∂∬冊∂P冊

　　　　　十　　十1＝　　　　　　　　　　　　　（2－2）’’　　∂1〕何∂X冊　∂他∂X皿　　∂1〕冊∂X皿

　　　∂風　　　∂凪
ここで珂＝助亙＝易皿などの記号を用いて表言己を簡略化し・また

　　　　　　　　　　　　　　1〕戸＝P｛一P｛㍉

に注意すると，（2－1）”（2－2）”は次のように書ける．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂P冊　　∂刎
　　　　　　　　　｛E伽一（1〕rP汽）凪冊1一十亙ω一＝O
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂x肌　　∂x肌

　　　　　　　　　　　　　　∂P把　　∂刎
　　　　　　　　　（亙㎜一∬㎜）一十刃舳一＝一1
　　　　　　　　　　　　　　∂x冊　　∂x。

　支出関数，利潤関数は価格に関して一次同次であるのでオイラーの定理より

　　亙。冊＝一アψ㎜　　　　　　　　　　　　　　　　（2－5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　679



（62）　　　　　　　一橘論叢第103巻第6号

　　17蜆屯P｛＝一P冊凪珂　　　　　　　　　　　　　　（2－6）
が成立するが，この（2－5）と2－6）を用いて（2－1）”（2－2）”を書きかえる

と，

　　　　　　　　　　　　　　　∂1〕冊　　∂刎
　　（一1〕冊E舳十1・冊π舳十P戸17伽）一十五ω一≡O　　　　　　　　（2一ユ）”’
　　　　　　　　　　　　　　　∂x冊　　∂x冊

　　　　　　　∂P冊　　∂刎
　　（刀冊肥一”冊兄）一十E舳一＝一1　　　　　　　　　　　　　　　（2－2）”’
　　　　　　　∂x祀　　∂x皿

が成立する．ここで，（2－2）”’から∂1〕皿／∂X刑について解き（2－1）’”に代入

し整理すると，

1塩・（べ篭⊃刈島一一（吋讐）　（・一・）

いま，

　　　　　　戸汽17伽
　　8冊＝P肥　　　　　　　　　　　　　　　　　（2－8）　　　　　　亙舳一皿冊冗

とおくと（2－7）式’ま

　　　　　　　　∂砒
　　（亙例÷8呵刀舳）一＝一8冊　　　　　　　　　　　　（2－7）’
　　　　　　　　∂x冊

となる．ところで左辺のカッコ内は，安定条件によって正値をとる・すなわち，

　　　　　　　　　　　　　　刃o世→一S冊1，冊”＞0

である2〕．（2－7）’式をみると，8冊はX冊が限界的に変化した際の効用水準の

変化量を示している．したがって，定義により8πは非貿易財のシャドウプラ

イスである、

　同様に，貿易財（輸出財）のシャドウプライスを求めるためには（2－1）’

（2－2）’式をX。で徴分し，∂伽／∂X岳について解けぱよい．

（2－1）’式をX岨について徴分すると，

　　　　　　　　　　∂助み十∂助仙p、・∂凪∂P兄＝1

　　　　　　　　　　∂Pπ∂X肥　∂棚X刑　　∂1〕冊∂X冊

（2－2）’は，

　　　　　　　　　　∂凪∂1〕肥　∂万皿∂砒　∂〃抽∂1〕冊

　　　　　　　　　　　　　十　　　　＝
　　　　　　　　　　∂P冊∂X冊　∂砒∂X肌　∂1〕冊∂X柵

680



　　　プロジェクト評価における非貿易財およぴ生産要素のシャドウプライス　（63）

となる・非貿易財の導出過程と同様・オイラーの定理などを用いて整理すると，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂刎
　　　　　　　　　　　　（刃ω十8皿亙舳）一＝ユ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂x。

すなわち貿易財のシャドウプライスは国際価格（P。ホ＝1）である．

　（2）非貿易財のシャドウプライスの経済的含意

　さて，8冊の経済的含意を考えるために（2－8）式を見やすい形に変形する．

まず，（2－2）”’式を使って（2－8）式の分母を変形すると，

　　　　　　　　　　　　～．ん＝一（1・嶋）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　迅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂x。

が成立する．

　ところで・いま補償需要を考えているので効用水準は一定である．したがっ

て・刃閉＝Oとなる・このことを考慮して，（2－8）式に代入し整理すると，

　　け一哨寮　　　　　（・一・）
を，導くことができる．この（2－8）’式から8冊の経済的合意は明瞭となる．

すなわち，1項目の1〕冊は非貿易財の市場価椿であり，生産（X胞）が限界的に

1単位増えたときの直接的費用を示している．つぎにx肥が増カロすることによ

り非貿易財の個格（P冊）が（∂P冊／∂X珂）だけ増大するが，その1〕冊の変化によ

って輸入財の輸入数量（巧）が（∂巧／∂1〕冊）だけ変化する．2項目は，この時の

輸入数量の増加による関税収入の増加を表している．このように，非貿易財の

シャドウプライスは直接的な費用P冊から関税収入によってもたらされる便益

を差し引いた額をあらわしていると解釈できるのである．

　（3）弾カ性の仮定とシャドウプライス

　先に述ぺたように，非貿易財のシャドウプライスに関する従来の公式は，

（2－8）の特殊ケースであることをただちに示すことができる．すなわち，（2

－8）’から次の結論が導き出される．
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（64）　　　　　　　　　一橋論叢　第103巻　第6号　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　∂巧
　　　　　　　　　　①’＝0のとき8冊≡P冊
　　　　　　　　　　　　∂1〕π

　すなわち輸入財の非貿易財価格に対する交差弾カ性がぜ口のとき，非貿易財

のシャドウプライスは市場価格と一致する．

　換言すれば，非貿易財の増分が生産によらないで消費によって完全に調整さ

れるならぱ非貿易財のシャドウプライスには’’willingness　tO　payI’1すなわち

市場価格（または，UNIDOノレーノレ）をとるべきである．

　　　　　　　　　　　　　∂0冊　　　　　　1〕冊
　　　　　　　　　　　②一＝0のときS戸一　　　　　　　　　　　　　∂P皿　　　　　　1＋ε

　このことも（2－8）式より容易に導ぴける．いま，仮定からム冊＝Oである

のでこれを（2－8）に代入すると，

・冊一・冗十帥魚

オイラーの定理より，

　　　　　　　　　　　　　1〕｛皿伽≡一1〕冊1Z冊

が成り立ち，また，1〕F乃｝（1＋‘）に注意すると

　　　　　　　　　　　　　　　　　1〕π
　　　　　　　　　　　　　　　8皿＝一
　　　　　　　　　　　　　　　　　1＋工

が求められる．

　ところでここでの仮定（∂0冊／∂P冊＝0）は非貿易財の自己価格弾カ性がぜ口を

意味する．この仮定のもとでは，非貿易財のシャドウプライスは，国内価椿を

中間投入である輸入財の関税率に1を加えたもので除したものに等しいと主張

しているのである．実は，このときのシャドウプライスは，追加的な生産コス

トを国際価椅で評価するというL－Mルールと解釈できるのである．このこと

を以下で簡単に示してみよう．

　いまS冊（LM）をL－Mノレールの非貿易財のシャドウプライスとするならぱ・

本節のモデルでは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。∂巧
　　　　　　　　　　　　　S冊（LM）＝乃π
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　　　プロジ呂クト評価における非貿易財および生産要繁のシャドウプライス　（65）

と定義できる．右辺の∂〃∂みは追加的な非貿易財の生産に必要とされる輸

入財の数量を示している．したがって，これを国際価格で評価した限界生産コ

ストが，L－Mルールによる非貿易財のシャドウプライスとなる．

　利潤最犬化の条件より，

　　　　　　　　　　　　　　∂玲／∂巧＝P｛μ〕冊

これを8冊（LM）に代入すると

　　　　　　　　　　8冊（LM）＝1〕戸／（P吾μ〕冊）＝P兄／（1＋ま）

　右辺は先に非貿易財の自己価格弾カ性がぜ口という仮定のもとに導き出した

シャドウプライスである．したがって8冊＝1〕π／（ユ十¢）はL－Mのルールと解

釈できる．

　①②の議論から，非貿易財のシャドウプライスに関する2つのノレーノレはわれ

われの導いたシャドウプライスの公式の特殊ケースに帰着することが明かとな

った．

　非貿易財に関する周知の2つのルールとわれわれの導出した一般的な公式と

の関係をさらに分析するために，（2－8）’式を次のように変形してみる．

　まず，民間企業の利潤最大化の利潤最犬化の条件から

　　　　　　　　　　　　　∂み　1〕也1〕戸
　　　　　　　　　　　　　一＝一＝一（1＋‘）
　　　　　　　　　　　　　∂巧　p冊　1〕晒

この条件より

　　　　　　　　　　　　　　1〕〈≡1〕把∫’一P戸

　　　　　　　　　　　　　（ただし，∫’＝∂み／∂巧）

これを（2－8）’に代入して，

・一（・一堵絵）肘チ；総ヅ

ここで，

　　　　∂巧∂P冊
Wド1一／一一　　　　∂P冊∂x冊

　　∂巧∂1〕冊

肌≡　　　ブ’
　　∂Pπ∂x冊
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（66） 一橘論叢第103巻第6号

　　　　　　　　　　　　（明らかに，　π1＋豚2＝1）

とおき，利潤最大化条件

　P｛W’害P兄κ1＋‘）を代入して整理すると

　　　　　　　　　1〕兄
　　8戸肌P冊十肌一　　　　　　　　　　　　　　　（2－9）
　　　　　　　　　1＋ま

（2－9）式から，われわれの導きだした公式は，肌，肌をウエイトとした，

LMノレールと市場価格ルールの加重平均となっていることが明かとなった．

　1）効用関数
　　σ（xε，x冊）を全微分すると，

　　　　　　　　　　　　dσ＝σε（弧‘十∂σ冊ρσ侶・弧“）

　　をうる．この式からdσρεは0。をニュメレールとした効用変化を示している．

　　したがって，8邊，8珂の定義式にはともに共通のスカラーがかけられている．

　2）Dixit，A．前掲書p．344参照一

3本源的生産要素と非貿易財のシャドウプヲイス

　2節∫こおいては，Warrモデノレを双対アプローチで書きかえ，非貿易財のシ

ャドウプライスを導出し，その属性を分析した．すなわち，非貿易財のシャトI

ウプライスは非貿易財1単位の生産に伴う直接的費用（市場価格1・冊）から非

貿易財の生産増カロに伴う輸入財の関税収入の増分（便益）を差し引いたもので

あると解釈できる、

　ところで，労働などの本源的生産要素はr非貿易財」である点については，

その他一般の非貿易財と変りはない．したがって，そのシャドウプライスもま

た，非貿易財と統一的に解釈できるのではないかというのがわれわれの仮説で

ある．そこで本節ではこの間題意識のもとに，2節のWarrモデルに本源的生

産要素（以下，簡単化のために労働とよぷ）を組み込み，非貿易財ならぴに労

働のシャドウプライスを導出し，その属性を分析する．

　（a）消費者・氏間部門・公共部門の行動

　消費者は前節同様，効用最大化行動をとる．その際，σ（0。，0冊）＝刎なる効

用水準のもとで支出勘」・化が行われている．
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　　　プロジェクト評価における非貿易財およぴ生産要素のシャドウプライス　（67）

　民間部門は輸入財巧，労働ム1を投入財として

　　　　　　　　　　　　　　　z冊＝∫（巧，ム）

なる生産関数のもとに生産し，利潤最大化行動をとる、これから利潤関数

〃（P冗，乃，w）をうる．ただし，wは労働の賃金率である．

　公共部門は非貿易財（x冊）と労働（zl）を投入財として輸出財（x。）を生産

する．

　（b）市場均衡条件

　貿易財については，貿易収支の均衡より

　　0‘十P｛｝巧＝Xo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3－1）

　非貿易財については

　　0冊十X冊＝玲　　　　　　　　　　　　　　（3－2）
　労働については

　　Z・十Z・＝Z　　　　　　　　　　　　　　　（3－3）
が成立する．労働について注意すべきことは，余暇（レジャー）がモデノレに組

み込まれていないため，労働量はムで固定されているということである．

　2節同様に（3－1）から（3－3）をシニパード・ホテリングの補題を用いて

支出関数・利潤関数で表現すると，

　　瓦一P〃F疋　　　　　　　　　　　　　（3－1）・

　　風十X戸凪　　　　　　　　　　　　　　（3－2）’

　　Z・一”w＝Z　　　　　　　　　　　　　（3－3）・

となる．未知数はW，P兄，αの3個，方程式は（3－1）’～（3－3）’の3本であ

るので体系はコンプリ＿トである

　（C）非貿易財のシャドウプライスの導出

　前節と同様に，（x柵，z2，x。）なるベクトルで示されたプロジュクトの各財や

要素の限界的変化にともなる効用の変化をそれぞれの財や要素のシャドウプラ

イスと定義する一以下，まず非貿易財のシャドウプライスを求める．

　（3－1）’をX冊で偏徴分することによって，
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（68）　　　　　　　　　　一橋論叢　第103巻　第6号

　　　　　　　　　　　　　　　∂P肥　　∂刎　　　　∂w
　　　　　　　　（亙蜘一P。‡”肋）一十刃舳一一P。叩〃一＝O
　　　　　　　　　　　　　　　∂x肥　　∂x皿　　　　∂x冊

をうる．同様にして，（3－2）’およぴ（3－3）’から

　　　　　　　　　　　∂Pπ　　　∂刎　　　　　∂P¶　　　∂豚
　　　　　　　　　み肥一十刃舳一十1＝〃冊珂一十。π冊W一
　　　　　　　　　　　∂x冊　　∂x冊　　　　∂x冊　　　∂x”

　　　　　　　　　　　∂一Pπ　　　∂豚
　　　　　　　　　〃w冊一十17ww一＝O
　　　　　　　　　　　∂x冗　　　∂x。

をうる．ただし，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂切
　　　　　　　　　　　　　　　　易戸∂P、∂P、

などとした．

　さらに，1〕戸≡1〕r脇＃を代入して整理すると

（3－1）’｛ま，

　　　　　　　　　　　　　∂P兄　　∂刎　　　　　　　　　∂w
　　（肘帥凪パ弧刑）砺十万舳瓦十（■弧π十”凪π）瓦＝O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3－1）”

（3－2）’は

（～一ん）祭一凪舟（・・嶋）　　（・一・）”

（3－3）’’ま

　　　　∂1〕冊　　∂W
　　〃w皿一十∬wπ一＝O　　　　　　　　　　　（3－3）”
　　　　∂x皿　　∂xπ

と表せる．支出関数・利潤関数は価楕について1次同次であるのでオイラーの

定理から次式が成り立つ．

　　五吻＝一P肌亙冊冊

　　1・｛1Z伽＝一P冊∬舳一W∬〃　　　　　　　　　　　（ト4）

　　P｛∬岬＝一p冊π冊一wππw

（3－4）式を（3－1）”に代入し整理すると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂P冊
　　　1－P冊（亙1r凪冊）十π凪・十‘片申凪1｝瓦十（P冊π冊十棚冊
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　　　プロジニクト評価における非貿易財嘉よぴ生産要素のシャドウプライス　（69）

　　　　　　　　∂w　　　∂刎
　　　十古P〃〃）一十E把仙一≡・O　　　．　　　　（3－1）”’
　　　　　　　　∂x冊　　∂xπ

　次に（3－2）’（3－3）’から∂1〕冊／∂X冊と∂岬∂X冗を∂砒／∂X冊についてとき

（3－1）”’式に代入して整理すると，

　　　　　　　　∂刎
　　（五。旭十8冊亙舳）一＝一8肥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3－5）
　　　　　　　　∂x冊

ただし，

　　　　　　　　　　8刊＝P冊＿‘P、＾17w一凪・π冊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）

　　　　　　　　　　刀＝（刀舳一∬舳）∬wπ十∬w皿17〃

　（3－5）式の左辺の∂砒ノ∂X冊の係数は安定条件よりプラス．よって，（3－5）

式から8冊が非貿易財のシャドウプライスであることがわかる。

　（d）労働のシャドウプライス

　つぎに，労働のシャドウプライスを求めてみよう．非貿易財の場含と同様に，

財と労働の需給均衡条件式を工・に関して偏徴分し，工・が効用に及ぽす効果

を求めると，次式がえられる．

　　　　　　　　∂刎
　　（瓦皿十8冊万舳）一＝一8π　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3－6）
　　　　　　　　∂工2

ただし，

8冊＿P、＿‘P、＾”w■凪・”・冊

　　　　　　　　　　1）

　　　　　　　　　　。。一w一”也ル（几冊■E冊1）十凪冊”柵・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〕

　　　　　　　　　　1〕＝（風冊一17冊冗）〃ww＋皿w冊〃π

である．したがって，労働のシャドウプライスは，（3－6）式の8wと考える

ことができる．

　（e）経済的な解釈

　以上で行われた議論をまとめると次の通りである、非貿易財については最終

的に（3－5）式，すなわち
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（70） 一橋諭叢　第103巻　第6号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂他
　　　　　　　　　　　　（亙ω十8冊亙舳）一二一8“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂x皿

が導出され，また労働については，（3－6）式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂α
　　　　　　　　　　　（万舳十8舳亙舳）瓦、＝一8π

が導き出された、これらの式から，8冊，8πがそれぞれ非貿易財と労働のシャ

ドウプライスであることがわかった．

　そして，

　　　　　　　　　1Z伽〃ww＿皿榊11肺
　　8冊ニア冊一‘P戸　　　　　　　　　　　　　　（3－7）　　　　　　　　（亙肥冊＿∬柵冊）11πw＋11肋π皿w

　　・、十〃凪・（凪バ万一）十凪冊凪π　　　（。＿。）
　　　　　　　　（刃冊冊一∬㎜）ππw＋π冊1Z〃

が，その公式である．

　このままの形では，・シャドウプラィスの経済的な意味づけは明瞭ではないの

で若干の式の変形を行うと以下のようになる．

・・一w一べ；貴；芸・；総）
（3－g）

8冊についても同様な計算から，次式を得る．

品一い乃‡（；駕量・；綴）
（3－10）

（3－9）の1項目は，労働の直接的コスト（W）を示している．2項目のカヅコ

内は・①労働需要増カロ→非貿易財の個椿上昇→生産の増加による輸入中間財の

変化と②労働需要増加→賃金の変化→労働と代替する輸入中間財の変化，の2

つの効果からなり，全体として労働の変化にともなう関税収入（便益）の変化

を表している・したがって，労働のシャドウプライスは，直接的コストから税

収（便益）の変化を差し引いたものと解釈できる．

　非貿易財のシャドウプライスについては，（3－10）からわかるように，直接

的］スト（P冊）から非貿易財の変化にともなう賃金・非貿易財価格の変化が誘

発する輸入関税収入の変化を差し引いたものとなっている、
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　　　プロジェクト評価における非貿易財およぴ生産要素のシャドウプライス　（71）

　以上の議論から，本源的生産要素のシャドウプライスの経済的含意は，非貿

易財のシャドウプライスと同一のものであることが明らかとなった．

　2節では，非貿易財のみのモデノレでシャドウプライスを導出しL－M，UNI－

DOの2つのルールの加重平均となっていることを確認した．この結論は，非

貿易財と労働の2要素からなるモデルでもまったく同様に成立する、以下に結

論のみを記す．

　　　　　　　　　　　戸π＝肌P冊十恥（P冊／（1＋む））

ただし，

　　　　　　　　　　　　　　　〃1＋肌＝1

恥者（；芸・；畿）簑

4結論
　本稿では，Warrモデルを支出関数を用いた双対アプF一チで書き直し，さ

らに本源的生産要素を導入しモデルの拡張をはかった．そして，一般均衡の枠

組みのなかで非貿易財および本源的生産要素のシャドウプランスを導出した．

　本稿で得られた主要な結果は，非貿易財のシャドウプライスについてこれま

で示されてきたL－M．UNID0をはじめとしたさまざまな公式が，

　　シャドウプライス＝（直接的コスト＝市場価格）一（税収変化＝便益）

と統一的に解釈できることを明かにしたことである、したがって，その意味に

おいて非貿易財と本源的生産要素のシャドウプライスの公式は同一にとらえる

ことができる．

　L－M，UNIDOの周知の2つのルールの関係については，それらがわれわれ

が一般均衡の枠組みの中で導出した公式の特殊ケースであることが確認された1

そしてさらに，本稿で導出したシャドゥプラィスは，L－MとUNIDOのルー

ノレの加重平均となっていることを確認した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千葉犬学助手）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一橋大学教授）
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